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女川町について 

本町は，宮城県の東，牡鹿半島基部に位置し，奥州三大霊場の一つである「霊島金華山」 

を中心とした「南三陸金華山国定公園」地域に指定されている。 

北上山地と太平洋が交わる風光明媚なリアス式海岸は天然の良港を形成し，カキやホヤ・ 

ホタテ・銀鮭などの養殖業が盛んで，世界三大漁場の一つである金華山沖漁場が近いことか 

ら，魚市場には年間を通じて暖流･寒流の豊富な魚種が数多く水揚げされている。 

平成 23 年 3 月 11 日発生の東日本大震災により，町中心部は壊滅的な被害を受けたが，

内外からの支援を受け，町民一体となって一日も早い復興を目指している。 

平成 27 年 3 月 21 日に JR 女川駅が開業し，まちびらき式典を行い，女川が新たな一歩

を踏み出す。その後，同年 12 月 23 日に駅前にテナント型商店街「シーパルピア女川」が

オープンし，連日観光客で賑わっている。 

令和２年８月，増設された高台には新しい女川小・中一体型の校舎が完成し，「施設一体

型小中一貫教育学校 女川町立女川小学校・女川中学校」としてスタートした。 

● 敷地面積：約２万７千㎡ ● 総事業費：約５３億５千４百万円 

● 工事に携わった方々の延べ人数：約６万人。 

 

本校の概要 

開校式を女川町立女川中学校（旧女川第一中学校）で挙行 

平成 25 年 4 月 8 日開校式及び第 1 回入学式を挙行，女川町立女川中学校としてスタート。 

平成 25 年 7 月 9 日開校を祝う会実施。 

平成 26 年 3 月 8 日第 1 回卒業式を挙行し，67 名の門出を祝う。 

平成 26 年 4 月 8 日第 2 回入学式を挙行する。 

平成 27 年 3 月 7 日第 2 回卒業式を挙行し，72 名の門出を祝う。 

平成 27 年 4 月 8 日第 3 回入学式を挙行する。 

平成 28 年 3 月 12 日第 3 回卒業式を挙行し，63 名の門出を祝う。 

平成 28 年 4 月 8 日第 4 回入学式を挙行する。 

平成 29 年 3 月 10 日第 4 回卒業式を挙行し，63 名の門出を祝う。 

平成 29 年 4 月 10 日第 5 回入学式を挙行する。 

平成 30 年 3 月 10 日第 5 回卒業式を挙行し，48 名の門出を祝う。 

平成 30 年 4 月 9 日第６回入学式を挙行する。 

平成 31 年３月 8 日第６回卒業式を挙行し，47 名の門出を祝う。 

平成 31 年４月 8 日第７回入学式を挙行する。 

令和 2 年 3 月 7 日第７回卒業式を挙行し，50 名の門出を祝う。 

令和 2 年４月 8 日第８回入学式を挙行する。 

 

 



歴代校長 

初代 高橋功 平成２５．４．１ ～ 平成２６．３．３１ 

二代 浅川光喜 平成２６．４．１ ～ 平成２８．３．３１ 

三代 山野和好 平成２８．４．１ ～ 令和２．３．３１ 

四代 伊藤拓巳 令和２．４．１ ～  

 

 

 

 

 

 

女川中学区地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女川町立女川中学校 

〒９８６―２２６５ 

宮城県牡鹿郡女川町女川１丁目２番地１ 

 

https://goo.gl/maps/vjLYdPCB63CcyBXo7

